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＜連絡事項＞

· 本日院内研修があります。

時間：17：30～18：30

場所：メンタルケア病棟　メモリアルホール

テーマ：「接遇について」

講師：接遇向上委員会委員長　吉田　美佳

勤務以外の方は、出席しましょう。

· 受け持ち患者様の個人票を準備していますので、各自中間サマリーと共に記載し所定の袋へ入れてください。

· 来週（3/5～3/9）定期採血があります。凝固等無いように実施しましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 浅野　秀子様～本日、御家族付き添いにて八戸赤十字病院受診されています。術後　

の経過良好との事です。次回受診日は5月25日（木）となっています。患部の出血や痛みの悪化があった場合は随時受診するようにとの事です。引き続き患部の観察・出血の有無・清潔保持に努めていきましょう。2/21より全粥から常食へ変更後、排便時、便が出ずらいと訴えあり、センナリド3Ｔ→4Ｔへ変更となっています。排便の性状の確認をしていきましょう。

本日、ご家族に単独外出・外泊承諾書の記載をして頂いています。

· 加賀谷　芙美子様～本日11：45に下肢の違和感が継続しており、表情の冴えなさ・　

硬さ見られています。本人「薬もらおうかな？と思ってたんだけど」と話された為、主治医へ状態報告し、タスモリン1Ｔ服用し様子観察との指示あり、内服していただいています。その後下肢の違和感について問うと「治りました。15～20分くらいで」と笑顔で話されています。今後もプログラムへの取り組み状況・下肢の違和感等の観察・確認を行っていきましょう。

2月26日より、個別の疾病教室を開始し、拒否なく参加されています。

伊藤　義彦様～本日、弟様から、「仕事の都合で外泊には連れて行けないけど、これから外出をさせたい」と電話連絡あり。主治医より許可が下り、本日14：00～20：00の予定で外出されています。夕食は食べてくるとのことです。帰院された際、本人・御家族へ、外出時の様子や疲労感・倦怠感の有無の確認をしていきましょう。

御家族より、単独外出･外泊承諾書を記載し提出して頂いています。

＜家庭復帰・施設入所検討＞

· 沢田　三朗様～御家族に今後について話し合いをしています。外泊時の様子は「自

宅での生活に問題無いが、家族交流がうまく取れず、兄嫁様としか話をしていない。」と話されています。本人は、自宅での生活を望んでいる為、外泊訓練の回数を増やし家族との交流を図れるよう促していきます。主治医より外泊訓錬をしながら、家族との交流を持てるようゆっくりと進めて行きましょう。

· 坂本　秀男様～本人に今後については、「地域での生活を考えている。」と話して

いる事から、外出・外泊訓練を取り入れ家族との交流をする事から始める。御家族の意見も聞き、検討していきましょう。

＜Ｄｒ猪俣ケース検討＞

· 中野渡　鉄男様～問診時、「うちへ帰って板前をしたい。若い頃やっていたから」　　

と話していた事から、料理教室導入を検討する。今後については担当スタッフと話し合い、ケアプランへ反映していきましょう。

＜治療プログラム委員会より＞

　日程はまだ未定ですが、4月に花見会の企画を作成中です。去年は北病棟・西病棟の

患者様のみ、外出し花見に行きましたが、19年度は全病棟の患者様対象にしています。

北病棟の患者様は全員参加としています。

＜ＳＳＴセッション評価＞

・Ａグループ・・・ウォーミングアップでは、本田様の意見でスクワットを皆で行っている。10回行いすでに疲労感や痛みを訴えている方もいました。短期目標評価にあたり、目標を覚えている方が9人中3人しかおらず、殆どの方が忘れており再確認し評価して頂いています。

評価（点数）が低い方がおり、もう少し高くてもとアドバイスしています。

· Ｂグループ・・・皆様自己評価50点～60点と低いです。自分で出来た点ともう少　　

し頑張れば良かった点を聞いて出来ている所は、続けていく様説明しています。井上様・佐々木様・村上様は他者より出来ていると評価して頂き、プラス30点としています。

· Ｃグループ・・・ウォーミングアップでは、皆さんから行いたい事をあげて頂きラ

ジオ体操行っています。短期目標を覚えている方が2人しかおらず、再確認し評価行っています。評価では日向端様が自分で評価できず（点数を）他者より評価して頂いています。五日市様は5回しか散歩できなかったし、スタッフとも話しできなかったとの事で低い評価をしています。

· Ｄグループ・・・グループ内で多数決を取り、体操と５文字しりとりを行っていま　

す。全体的に評価は低く、山火様は20点より上げてもいいのでは？と聞くと「いいです。20点で」と話し、どこを頑張ればいいですか？と聞くと「頑張りません」と不機嫌になっています。

どのグループも居眠りなく最後まで参加できています。次回は「買い物時の交通ルール・マナーのロールプレイ」を行っていきましょう。

ＳＳＴリーダーの自己評価チェックリストについて

　説明：セッションを行った後に、このチェックリストに記入し再確認をして下さい。

	全体的な組み立てと建設的な関係作りの技能
	全く出来なかった
	一部出来た
	達成できた

	あたたかく歓迎する雰囲気作り
	
	
	

	大きすぎず小さすぎない声で、はっきりと話す
	
	
	

	進行計画を作って臨み、セッションの組み立てを維持する
	
	
	

	参加してくれた事に対しての十分な正のフィードバックをする
	
	
	

	進行を妨げたり、話題からそれてしまった参加者を、穏やかにきっぱりした言い方で流れに引き戻す
	
	
	

	参加者の日常生活の中で、技能を使った場合や技能を使えそうな場面の具体的な例を参加者に聞く
	
	
	

	目標とする技能に向けて小さな進歩を強化する事で、新しい生活技能の学習が徐々に進むように行動形成の技法を用いる
	
	
	

	積極的に取り組んでいる一人ひとりの参加者を励ます
	
	
	


	ＳＳＴの進め方のステップ
	全く出来なかった
	一部出来た
	達成できた

	前回のＳＳＴで出した宿題を振り返る
	
	
	

	技能を使う事の意義を理解してもらう
	
	
	

	参加者と技能のステップについて話し合う
	
	
	

	ロールプレイを用いて技能をモデリングする
	
	
	

	モデリングを参加者と振り返る
	
	
	

	すべての参加者に技能のロールプレイをしてもらう
	
	
	


	参加者一人ひとりのロールプレイの具体的な行動に対して、正にフィードバックをしたり引き戻したりする
	
	
	

	参加者一人ひとりのロールプレイに対して、具体的な行動で、改善のための提案をしたり引き戻したりする
	
	
	

	ＳＳＴ以外の場面で、技能の練習をするために具体的な宿題を設定をする
	
	
	



































